
卒業論文要旨 

仮想空間内におけるバイタルデータを用いた対話型 AIの開発 

Development of interactive AI using vital data in virtual space 

 

チャット形式でのAI間コミュニケーションは

実現されているものの，AI を組み込んだアバタ

ー（AI アバター）間での音声コミュニケーショ

ンへの展開は発展途上にある．そこで本研究で

は,仮想空間内の AI アバター間コミュニケーシ

ョンが，実生活で有効活用可能であることを示

すために，パーソナルケア・アドバイスを行う対

話型 AIアバターシステムを構築した．本システ

ムは，PDF 上に記録されたユーザのバイタルデ

ータを参照しつつ音声コミュニケーションする

機能を有する. 図 1 は，AI アバターによるバイタルデータの取り込み経路を表す.バイタルデータの計

測機能を有するスマートウォッチ（Fitbit）で得たデータに基づいて，仮想空間内で議論を行うためのプ

ロンプトが作成され，AI アバター間の議論では適宜バイタルデータが取り込まれる仕組みとなってい

る.なお大規模言語モデルとしては OpenAIの GPT-4を利用した. 
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